
令和元年 9月 5日（木）　サン・エールさがみはらに於いて

↑竣工式テープカット　　　（左から）
　関東経済産業局長　角野 然生 氏、　相模原市議会議長　石川 将誠 氏、
　SIC 社長　橋元 雅敏、相模原市長　本村 賢太郎 氏、
　相模原商工会議所名誉会頭　河本 洋次 氏、相模原商工会議所副会頭　原　清助 氏

No.１８５

　時代は平成から令和と移り変わり、新たな20年に向けて、SICは先
輩方の功績があって今があることを心に刻み、激動する環境変化と多
様化する支援ニーズにお応えできるよう“支援力”の向上に努力してま
いります。同時に、R&D Lab.の新設を機に、ロボット・バイオ・ヘル
スケア・IoT・AIなど先端技術の研究開発に邁進する企業の集積と連携
を図り、相模原の大地をベースに新たなビジネス・産業創造の実現に
向けてチャレンジしてまいります。
　あらためて、今まで支えてくださったすべての方々に深く感謝申し
上げますと共に、今後とも、ご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し
上げます。

　　　　　　　　　　株式会社さがみはら産業創造センター
　　
　　　　　　　　　　　　　代表取締役　

創立20周年にあたり

　株式会社さがみはら産業創造センター（SIC）は、お陰様で創立20
周年の節目の年を迎えることができました。これもひとえに株主の皆
様をはじめ、入居企業・地域企業並びに関係支援機関の皆様方のご支
援ご協力の賜物であり、歴代の役員の方々のご尽力とSICスタッフの
努力のお陰と深く感謝申し上げます。
　SICは、1999年4月に新事業創出促進法に基づく第一号の新事業支援
施設として、相模原市、地域振興整備公団（現：独立行政法人 中小企
業基盤整備機構）、相模原商工会議所の出資を受けて法人設立し、地
域企業並びに金融機関の皆様方からも増資を受けながら、2000年4月
に創業及び新分野進出の拠点として「SIC-1」がオープンいたしました。
2002年にはネクスト・ステージを目指す研究開発の拠点として
「SIC-2」がオープン、続いて、2012年には準工業地域の特性を生か
した“ものづくり”のポストインキュベーション施設として、上溝に
「SIC-3」がオープンいたしました。起業家や創業間もない企業並びに
新分野進出を目指す企業の支援を目的に「経営サポート」「人材」
「賃貸」「プロジェクト」などを中核事業とすると共に、相模原市が
産業施策の一環として推進する首都圏南西地域産業活性化フォーラム
・産業用ロボット導入支援事業などの受託事業や地域貢献事業として
「子どもアントレプレナー体験事業」の事務局運営など、創立以来
「総合的なインキュベーション活動を通じて地域経済の発展に貢献す
る」という企業理念の実現に向けて、多種多様な事業に取り組んでま
いりました。
　現在、Desk-10を含めた3つの施設には、様々な分野で活躍する企業
及び事業者約100社（者）の方々にご入居を頂いております。いずれ
も高い入居率を維持すると共に、これまでに卒業された企業数は200
社を超えました。そして、今年9月、4棟目となるSIC-2「R&D Lab.」
が新たにオープン。地上6階建て全29室あるラボ・マルチラボは、SIC
がこれまでの20年間で培ってきたビジネス・インキュベータとしての
ノウハウをもとに“研究開発”に最適な「場」の提供を目指したものに
なっております。

- Sagamihara Incubation Center -  さがみはら産業創造センター　編集・発行

　令和元年    (２０１９年 )  １０月 １日(火)

10月号
SIC 創立 20 周年記念式典　SIC-2　R&D Lab. 竣工式



編集
後記

　9月5日、SICの創立20周年記念式典、SIC-2 R&D Lab.竣工式を無事迎えることが出来ました。今月号では、入居企業の皆様に橋元
からのご挨拶を掲載させて頂きました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。そして、本日10月1日からは消費税が10％に
アップしました。今年の年末年始に旅行に行かれる方は、9月中に予約・支払いをされている方も多いようです。飛行機の空席がと
ても少ないそうで、特にエコノミークラスの席を探すのが大変だそうです。皆さんのご予定は？　　　　　　　　　　　　　　荻島

　　　　　　　　　　　○今月の掲載記事紹介○
　新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。ご紹介する記事は、
SIC-1 と 2 に掲示していますので、ご覧ください。
　
　9月 11 日（水）　髙瀨総合法律事務所　          かながわ経済新聞 -
　　　　　　　　　-働き方改革で何が変わる？ -　

開催内容等、詳しくは SIC ホームページをご覧ください。

　自動車や産業機械の他、様々な分野で必要とされる各種パイプの加
工技術で世界市場に立ち向かう武州工業。国内生産にこだわり、自前の
IT による生産管理の仕組みを整え、“人”を基盤とした経営の実践、その
根底にあるのは「問題の本質を捉える力」と「環境変化に対応するデザ
イン思考」である。
　ものづくり企業としての武州工業の誇り、そして300 年企業への挑戦
について、ご講演いただきます。

開  催  日　11 月 12 日（火）17:00-19:00

開催場所　サン・エールさがみはら（２Fホール）　

参加費　　無料（定員　120 名）

【講師紹介】　　　　武州工業株式会社　
　　　　　　　　　　代表取締役　林　英夫 氏

　1952 年生まれ。日本大学生産工学部を卒業後、
カメラメーカーに勤務し、その後武州工業株式会
社に入社。1981年に取締役就任、1992 年に代表
取締役就任し、現在に至る。
　これまで地域産業振興団体や業界団体等の要職を歴任。現在は一般
社団法人首都圏産業活性化協会参与、日本商工会議所 IOT 活用推進委
員などを務め、日本のものづくりの活性化をテーマとした講演も精力的
に行っている。
　※詳しくは、SIC ホームページをご覧ください。
お申し込み・お問い合わせ先　担当：片山、磯谷（SIC-1)

ーSICの施設名称についてー
　SICは、橋本にSIC-1,2、上溝にSIC-3の施設があります。SIC-2 R&D 
Lab.が竣工したこともあり、各施設の名称をご案内いたします。

（※印で主な日本語訳を記載）   

SIC-1　Startup Lab.　スタートアップラボ
　　　　※startup  開始、起動、始動、立ち上げ、　
　　　新規創業者、新分野進出を目指す中小企業、専門家向け
SIC-2　Creation Lab. クリエイションラボ／ 東棟　※creation  創造
　　　創業期を経て規模拡大を目指す企業、国内外企業の研究開発
　　　部門、産学連携を目指す企業・グループ
SIC-2　R&D Lab. アールアンドディラボ／ 西棟　
　　　　※research and development  研究と開発

　　　成長産業分野（ロボット、バイオ、ヘルスケア、エネルギー
　　　等）において研究開発の事業化を目指す企業
SIC-3　Innovation Lab.イノベーションラボ　※innovation  革新、刷新
　　　独創的な技術を持つものづくり企業

※laboratory　実験室、研究室　等

「SIC 空き室情報」
　SIC の空き室情報です。
○セミラボ：実験、評価、分析などウェットラボとして、設計、試作など
 　　　　　　   研究開発ラボとして目的に合わせてご利用いただけます。
　増床・移転をご希望の方はご検討ください。
※ お問い合わせ先　担当：大谷・稲垣（ SIC-２ ）

空き室情報！
SIC 空き室情報（令和元年 10月 1日現在）※お気軽にお問い合わせください。

SIC-1　Start up Lab.
　　　   　セミラボ A（5047.3 ㎡）　   ２F　204 号室、205 号室
　　　　　※12月以降入居が可能です。
SIC-2　Creation Lab.
　　　   　セミラボ（50.2 ㎡）　   　　６F　602 号室、603 号室
　　　　　※令和 2年 1月以降入居が可能です。

SIC-2　R&D Lab.
　　　   　セミラボ（63.18 ㎡）　４Ｆ　411 ～ 415 号室
　　　　　　　　　　　　　　    ５Ｆ　511、512 号室

　SIC スポーツ系イベントのボウリング大会が復活します！皆様の交
流に、健康に、ストレス発散に、ぜひご参加ください♪お一人でもご参
加いただけます。

１．開  催  日　 令和元年 10 月 30 日（水）18 時集合
　　　　　　　 18：30 ゲームスタート

２．開催場所　相模ファーストレーン（ＪＲ相模原駅徒歩１０分）

３．参加費　  1,300 円（２ゲーム、靴、ドリンク付き）
　　　　　　　 貸靴不要の方は、ご連絡ください。

４．ルール　 チーム戦（１チーム３名、女性ﾊﾝﾃﾞあり）
　　　　　　　 ３名に満たない場合は、ＳＩＣスタッフとの混合
　　　　　　　 チームになります。
　
５．賞　品  　優勝、準優勝、飛び賞、ブービー賞
　　　　　　　  ゲーム終了後、簡単な授賞式をします。

【お申込み方法】
　10 月 18 日（金）までに、申込書を事務室までお持ちください。

【お問合せ先】
　担当　大谷 又は　佐藤（内線 2006 又は 2007、TEL 042-770-9119）

秋のＳＩＣボウリング大会！！


